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社会を新たなステージへ、
　ともに歩もう、ともに変えよう

　大会において、2024年度「連合･愛のカンパ」地域
助成団体として、幅広い分野で社会貢献活動をされて
いる『特定営利法人 メディカルサポートMIE』を新規団
体として紹介し、授与式を行いました。

新たな仲間が加盟しました

～仲間の輪を広げ　安心社会をめざす～

　10月29日、アスト津「アストホール」において、第36回大会を開催しました。
　冒頭番条会長より、「2024春季生活闘争は、多くの組合でこれまで以上の要求を行
い、粘り強い交渉の結果、多くの組合で賃上げが実現し歴史的な賃上げとなった。2025
春季生活闘争は、物価上昇を上回る賃上げで、実質賃金がプラスに転じることができる
よう引き続きご尽力をお願いしたい。第５０回衆議院議員選挙は、推薦候補者3名が当選
を果たすことができ、ご協力に感謝を申し上げる。また当選された皆さんには、働くことを
軸とする安心社会の実現にむけた取り組みに期待する」と挨拶しました。
　来賓には、三重県より一見知事、三重労働局より石田局長、三重県経営者協会より小倉
会長をはじめ、各政党、新政みえ、福祉事業団体の方々にご臨席をいただきました。
　その後、2025年の運動方針や予算、役員補充選挙などについて、満場一致でご確認
いただきました。すべての働く者が課題を共有し、社会に広がりのある運動で「働くことを
軸とする安心社会－まもる・つなぐ・創り出す－」の実現にむけて、組合員、単組、構成組
織、地域協議会が結束し、行動していきましょう。

▲主催者挨拶をする番条会長 ▲執行部によるガンバロー三唱

▲大会議長を務める
加藤さん（自動車総連）と

上山さん（JP労組） ▲拍手で確認

▲「連合・愛のカンパ」目録を贈呈

▲新任役員の皆さん

▲退任挨拶をする
楠本（前）副会長

▲退任挨拶をする
山下（前）副会長

▲TARC労働組合 間宮支部長
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　10月１日より三重県の最低賃金が改定され、これまでの973円から50円アップの時給
1,023円になりました。
　今回の改定を周知するため、各地協において、10月4日から8日にかけて街宣行動を実
施し、街頭演説とチラシの配布による周知を行いました。
　なお特定（産業別）最低賃金についても12月21日より改定されます。

労使が「地域別最低賃金」より
も高い水準で最低賃金を定め
ることが必要と認めた場合に
設定されます。三重県では3業
種で審議されました。

最低賃金改定を周
知

特定(産業別)最低賃金とは？

業種
三重県特定（産業別）最低賃金

時間額
三重県電線・ケーブル製造業最低賃金 1,033円
三重県電気機械器具等製造業最低賃金 1,031円
三重県輸送用機械器具等製造業最低賃金 1,047円

三重県の

　9月30日、政策･制度検討委員会は、中部電力の特例子会社の「中電ウイング株式会社」を訪問し、視察学習会を開催しました。
　中電ウイング（株）では、「共生」と「人間尊重」の精神に基づき、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者を含む約280名の
方が働いており、障がい者のサポート
など精神的配慮を重視し、すべての
人が生きがいと誇りを持って働き続
けられる環境づくりをめざして取り
組んでいます。
　ここでともに働くだれもが力と心
を合わせて、夢に挑みながらともに
成長し、人と環境に優しい地域社会
に貢献できることを実感しました。

生き生きと就労できる場を学ぶ

▲障がい者就労支援を学ぶ ▲アグリ事業部の花苗作業を見学

　1948年12月10日に国連総会で世界人権宣言が採択され、12月10日は「世
界人権デー」と定められました。日本では、12月4日から10日までの1週間を「人
権週間」と定めています。
　三重県では、1990年3月の三重県議会で全国初の「人権県宣言」が決議さ
れ、毎年11月11日から12月10日までの1か月間を「差別をなくす強調月間」と
して、県や市町が人権啓発イベントを開催しています。
　連合三重は、毎年12月に部落解放三重県民会議の仲間とともに街宣行動を
行い、すべての県民の人権が尊重される社会の実現をめざし、あらゆる差別の
撤廃を訴えます。
　なお、2024年は12月7日（土）の11時30分より近鉄四日市駅ふれあいモー
ルにて街宣行動を行います。

人権が尊重される社会の実現をめざして

▲人権尊重を訴える番条会長
（写真は2023年12月）

▲鈴鹿地協 ▲松阪地協▲津地協
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▲講師の城谷さんと
ゴローちゃん

　10月23日、三重県退職者連合は第33回
定期総会を、三重地方自治労働文化セン
ター 大会議室にて開催しました。役員、代議
員をはじめ、現職組合の責任傍聴もいただ
き約70名の出席のもと、2024年度の活動報告をはじめ、2025年度の活
動方針および予算等が決定されました。
　この度の定期総会の開催は衆議院議員の解散総選挙期間中となった
ことから、これまで独断的な政権運営を繰り返す自公政権からの政権交
代も含め、県内全区での連合推薦候補の必勝をめざして意思統一を図る
など、団結心を高めることができた総会となりました。
　また、定期総会終了後は、腹話術師の城谷護さんに｢笑いの中に平和を
語る｣と題して、戦争の悲惨さ、平和の尊さなどについて、人形のゴロー
ちゃんとともに講演をいただきました。

生き生きと　　 して暮らせる
社会をつくろう

安心

　１０月５日、青年委員会は産業と地域活性化について学ぶため、
南伊勢町の「友栄水産」を訪問しました。はじめに、船で養殖場へ
移動し、鯛への餌やりを体験させていただきました。今年の夏は
猛暑が続いたことから鯛の壊死が大量に発生したことや、月々
1,600万円もの餌代がかかっているという事実に、委員の皆さん
から驚きの声があがり、第一次産業を続けていく大変さを目の当
たりにしました。
　その後、三重県海水養魚協議会 会長の橋本さんより、人手不
足や経費高騰などで大変厳しい状況下でも、新たなチャレンジ
を次々とスタートさせ、三重県の水産業の活性化に貢献されて
いるお話を聴かせていただき、大変有意義な時間となりました。

▲三重県海水養魚協議会 会長 橋本さんの講話を聴く

第一次産業と
地域活性化について学ぶ
第一次産業と
地域活性化について学ぶ

三重県の小選挙区結果
投開票 10月27日（日） 　投票率56.21%
ご支援いただいた皆様に感謝申し上げます。

【1区】 当選（比） 
【2区】 当選
【3区】 当選
【4区】 次点

  63,770票　福森 和歌子さん

  90,930票　下野 幸助さん

137,953票　岡田 克也さん

  53,360票　青沼 陽一郎さん

第50回衆議院議員選挙の結果

▲乗船前に説明を受ける
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三重県労福協
豊かで、公正な社会づくりをめざして。

〒514－0004　津市栄町1丁目891
三重県勤労者福祉会館内
ＴＥＬ　059－225－2855
ＦＡＸ　059－229－4433
ホームページ　http://www.mie-rofkyo.jp

私たちは、日本でただひとつ。はたらく人のための生活応援バンクです。

〒514－0003　津市桜橋2丁目126番地
ＴＥＬ　059－224－0336
ＦＡＸ　059－224－4819
ホームページ　http://tokai.rokin.or.jp

共済事業をとおして「労働者福祉運動」をサポートします。

〒514－0004　津市栄町4－259－1
ＴＥＬ　059－227－6167
ＦＡＸ　059－225－5069
ホームページ　https://www.zenrosai.coop

理想の住まいづくりをカタチにする暮らしのパートナー。

〒514－8540　津市栄町1丁目891
三重県勤労者福祉会館内
ＴＥＬ　059－225－0851
ＦＡＸ　059－225－0337
ホームページ　http://www.mie-jsk.or.jp/

安心社会づくりに向けた福祉活動に、各種団体と連携して取り組みます

ファイナルイベント開催！

▲企業視察（格力電機）▲洛陽市総工会　安主席と番条会長

▲河南省総工会と意見交換

▲企業の説明を受ける

総来場者１７万人にありがとう！

　11月3日～8日、友好協定に基づき、番条会長を団長とした
6名の訪問団は、中国河南省総工会への表敬訪問、企業視察な
どを行いました。総工会は日本の連合にあたる、中国の労働組
合のナショナルセンターとなります。
　総工会との意見交換では、総工会から労働者の権利を守る
ための活動、技術指導・向上活動、労災防止活動、学費援助・食
事提供などの貧困対策活動、また中小企業の組織化などにつ
いて伺いました。その際の中国側参加者の１０名中６名が女性
であること、また河南省総工会の下部組織にあたる洛陽市総
工会の代表が女性という、女性参画がもはや当たり前になって
いることに関しても意見交換が行われま
した。
　参加者からは、実際に訪問し、交流す
ることで新たな一面を知ることができた
との感想があり、民間交流の大切さを実
感した訪問活動となりました。

５年ぶりに中国訪問

　県総合文化センター内のステップアップカフェは、10年を迎え、県内の障がい者雇用の状況が一定程度改善し、設置当初
の目的を達成したことや、県内の障がい者とともに働くカフェが増加したことから、本年12月をもってその役割を終えます。 
　ステップアップカフェを支えて頂いた皆様に感謝申し上げるとともに、県内の障がい者とともに働くカフェの皆様と最後
のイベントを開催いたします。

日　時
場　所
内　容

：
：
：

令和６年12月18日（水）
県総合文化センター　フレンテみえ
福祉事業所によるマルシェ、 障がい者によるバンド演奏会
ステップアップカフェ運営事業者の講演会

詳しくは
こちらの

QRコードから→


